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1　 現状把握及び課題の整理

1-1　 環境負荷の現状把握

Ａ市水道局における環境負荷の現状を把握するため、環境に関連する各種の実績データ等を収集・整理した。ここでは水量、薬品使用量、廃棄物の発生量・再利用量、エネルギー使用量、温室効果ガス発生量等の実績データについて、主として水道統計データを使用したが、一部データについては当局独自に計測した情報も使用した。

1)  環境負荷の推移

平成○年度から平成○年度までの10年間にわたる環境負荷の推移を表-1～表-○、図-1～図-○に示す。その概要は以下のとおり。


(1)  省エネルギー・省CO2
(2)  資源循環

(3)  健全な水循環

2)  プロセス別にみた環境負荷の内訳

平成20年度のプロセス別にみた環境負荷の内訳を表-3、図-　～図-　に示す。その概要は以下のとおり。


表-1　環境負荷整理結果（経年変化）

表-2　環境負荷整理結果（経年変化）


水量の経年変化

電力使用量の経年変化

燃料使用量の経年変化

エネルギー使用量の経年変化

CO2排出量の経年変化
薬品使用量の経年変化（凝集剤、消毒剤）

薬品使用量の経年変化（アルカリ剤、粉末活性炭）

浄水発生土量と有効利用量の経年変化

建設発生土量と有効利用量の経年変化

建設副産物発生量と有効利用量の経年変化

電力使用原単位の経年変化

エネルギー原単位の経年変化

CO2排出原単位の経年変化

浄水発生土、建設発生土、建設副産物の有効利用率の経年変化

有効率と浄水損失率の経年変化

図-1　環境負荷指標整理結果（経年変化）
表-3　環境負荷整理結果（平成20年度　プロセス別）

表-4　環境負荷整理結果（平成20年度　プロセス別）


図-　　環境負荷整理結果（平成20年度　プロセス別）
1-2　 現状の取組の評価及び課題の抽出


1)  環境対策の現状把握

表-5　環境対策の取組状況

	分類
	対策内容
	実施状況
	対策の効果

	省エネルギー

省CO2
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	資源循環
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	健全な水循環
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	その他環境保全
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


2)  課題の抽出と整理

1-1で示した現状把握をもとに、経年変化、他事業との比較、負荷要因プロセスの観点から現状の環境負荷の状況を整理したものが表-6であり、以下に示す課題が抽出された。
(1)  省エネルギー・省CO2
1　 経年変化


2　 他事業との比較


3　 負荷要因プロセス


(2)  資源循環

1　 経年変化

2　 他事業との比較

3　 負荷要因プロセス

(3)  健全な水循環

1　 経年変化

2　 他事業との比較

3　 負荷要因プロセス

表-6　環境負荷の状況

3)  課題の整理（まとめ）

1)及び2)の検討をもとに、環境対策に取り組む上での課題を整理したものが表-7である。

表-7　現状の取組において抽出された課題（まとめ）
	分類
	抽出された課題

	省エネルギー・省CO2
	

	
	

	
	

	資源循環
	

	
	

	
	

	健全な水循環
	

	
	

	
	

	その他環境保全
	


	
	

	
	


2　 対策の検討
2-1　 上位計画等の整理

環境計画を策定するに当たり、水道ビジョン、Ａ市地域水道ビジョン、Ａ市環境基本計画、Ｂ県環境基本計画を上位計画等と位置付け、これらが掲げる基本方針、主要施策、目標及び目標値、水道事業に関する記述等を整理した（表-6）。


表-6　上位計画等の整理結果
	
	水道ビジョン
	Ａ市

地域水道ビジョン
	Ａ市

環境基本計画
	Ｂ県

環境基本計画

	基本方針
	· 環境保全への貢献
	· 
	· 
	· 

	主要施策
	· 水道運営への経済性と環境保全のWin-winアプローチの導入

· 水利用を通じた環境保全への積極的な貢献

・健全な水環境系の構築に向けた連携強化・水道施設の再構築
	· 
	· 
	· 

	目標及び

目標値
	· 浄水発生土の有効利用率を100％とする。

· 単位水量当たり電力使用量を10％削減（平成13年度実績比）する。再生可能エネルギー利用事業者の割合を100％とする。

· 有効率の目標を大規模事業98％以上、中小規模事業95％以上とする。
	· 
	· 
	· 

	策定年度
	平成16年度（策定）

平成20年度（改訂）
	· 
	· 
	· 

	計画期間
	10年間
	· 
	· 
	· 

	水道事業に

関する記述
	－
	· 
	· 
	· 


2-2　 基本方針の設定
2-1で整理した上位計画等を踏まえ、Ａ市水道局環境計画における基本方針を表-7のとおり定めた。

表-7　Ａ市水道局環境計画の基本方針

	基本方針
	分類

	基本方針１


	

	基本方針２


	

	基本方針３


	

	基本方針４


	

	基本方針５


	

	基本方針６


	



2-3　 計画期間の設定

計画期間は、平成○年度から平成○年度までの○年間とする。


2-4　 対策の数値目標等の設定

2-2で掲げた6つの基本方針を踏まえつつ、「省エネルギー・省CO2」、「資源循環」、「健全な水循環」「その他環境保全」の4つの分類ごとに、現状の対策実施状況や対策の実行可能性等を考慮し、具体的な数値目標等を設定した。また、計画期間全体での目標（長期目標）を定めるとともに、途中段階における進捗管理を図るため、短期目標及び中期目標を併せて設定した（表-8）。なお、これらの数値目標等については、計画の進捗状況を踏まえながら適宜見直しを図るものとする。

表-8　対策の数値目標等
	分類
	数値目標設定項目
	現状
	数値目標等

	
	
	
	短期（H21～22）
	中期(H25)
	長期（H30）
	設定方針

	省エネルギー・

省CO2
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	資源循環
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	健全な水循環
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	その他環境保全
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


2-5　 数値目標等の実現に向けた対策の計画的実施
当局では、2-4に示した数値目標等の実現に向けて、次ページ以降に掲げる各々の環境対策を選定し、計画的に実施することとした。各対策のメニューごとに、対策の概要、実施状況、計画への反映方針、実施時期について示す。なお、実施状況、計画への反映方針、実施時期は、それぞれ以下の方針により記載した。
・実施状況
・計画への反映方針
・実施時期
表-9　計画等への反映方針

	区分
	計画等への反映方針

	1 
	· 

	2 
	· 

	3 
	



1)  省エネルギー・省CO2
	対策の概要
	

	実施状況
	

	計画への反映方針
	

	実施時期
	


2)  資源循環
	対策の概要
	

	実施状況
	

	計画への反映方針
	

	実施時期
	


3)  健全な水循環
	対策の概要
	

	実施状況
	

	計画への反映方針
	

	実施時期
	


4)  その他環境保全

	対策の概要
	

	実施状況
	

	計画への反映方針
	

	実施時期
	



2-6　 本計画のフォローアップ

計画期間は平成○年度から平成○年度までの○年間であるが、途中段階における進捗管理を図るため、計画期間内を短期（1～2年目の平成○～○年度まで）、中期（○年目の平成○年度まで）及び長期（○年目の平成○年度まで）の3段階に分け、各段階での目標達成状況等を勘案して必要に応じて計画の見直しを図るものとする。また、その際は地域水道ビジョンのフォローアップの内容との整合に留意する。検討項目は以下のとおりである。

1)  現状把握及び課題の整理に関する見直し
(1)  環境負荷の現状把握

(2)  現状の取組の評価及び課題の抽出

2)  対策の見直し

1)の検討結果を踏まえ、必要に応じて対策の内容、実施時期等について見直しを図る。なおその際は、数値目標等の達成状況についても評価を行い、必要に応じて目標の見直し（レベルアップ）を図る。
3)  今後の検討課題

表-12　対策の進捗状況の確認リスト（例）
	分類
	数値目標設定項目
	対策
	実施時期
	
	
	
	課題

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


◎：計画どおりに実施した　△：計画の一部を実施した　×：実施出来なかった
環境計画を作成する際、このWordファイルをご活用下さい。


作成上の留意点や本手引書の参照ページを青字のテキストボックスで記載しています。


本文を作成した後、テキストボックスは不要となりますので削除して下さい。





Excelファイルのシート「経年表」の「表-Y-2　年度別にみた環境負荷の経年変化 (2)」を作成後、この部分に貼り付ける。





Excelファイルのシート「経年表」の「表-Y-1　年度別にみた環境負荷の経年変化 (1)」を作成後、この部分に貼り付ける。





Excelファイルのシート「経年グラフ」の「図-Y-1～図-Y-36」のうち、作成可能なものについて、該当する部分に貼り付ける。





Excelファイルのシート「プロセス表」の「表-P-1　プロセス別にみた環境負荷 (1)」を作成後、この部分に貼り付ける。





Excelファイルのシート「プロセス表」の「表-P-2　プロセス別にみた環境負荷 (2)」を作成後、この部分に貼り付ける。





本手引書p.Ⅱ-106を参考に、各々の環境負荷がプロセス毎にどのような割合で発生しているかを記述。


他のプロセスよりも著しく環境負荷の高い項目がある場合、その原因について考察を加える。





環境負荷に関する主な指標については、本手引書p.Ⅱ-3～Ⅱ-4、p.Ⅱ-6～Ⅱ-8、p.Ⅱ-12～Ⅱ-17を参照。


情報収集の際には、本手引書p.Ⅱ-11に記載した「情報収集における留意点」に留意する。


本手引書p.Ⅱ-105～Ⅱ-106を参考に、各々の環境負荷がどのように推移しているかを記述。


経年的に傾向が大きく変わっている状況が認められる場合、その原因について考察を加える。





Excelファイルのシート「プロセスグラフ」の「図-P-1～図-P-9」のうち、作成可能なものについて、該当する部分に貼り付ける。





環境対策に関する現状の取組状況を整理する。


1-1で整理した環境負荷の現状把握や、本手引書p.Ⅱ-18～Ⅱ-19等を参考に、経年変化、同規模事業との比較、プロセス別にみた負荷の観点から課題を抽出し、環境対策に取り組む上での課題として整理する。





これまでに実施してきた主な環境対策の内容とその効果を表-5の形式で整理する。


どのような対策において効果が現れているか、対策の実施があまり進んでない分野は何かといったことを把握する際の参考とする。





過去と比較して悪化していたり、横這いで推移したりしている項目を中心に、経年変化の観点から課題を抽出する。





他事業体との比較を行う際、水道統計をもとに作成した本手引書p.Ⅱ-21～Ⅱ-24の図が参考になる。


この図に様々な特性を当てはめて他事業体との比較を行い、課題を抽出する際の手がかりを得る。





他のプロセスよりも著しく環境負荷の高い項目を中心に課題を抽出する。


以下、資源循環と健全な水循環についても同様にとりまとめる。





本手引書p.Ⅱ-19の表-Ⅱ-1-14を参考に、環境負荷の状況について一覧表を作成する。





2)で挙げた課題について、一覧表を作成する。





水道事業における環境計画の基本方針を作成し、具体的な数値目標等を設定する際には、水道ビジョン、地域水道ビジョン、都道府県や市町村が策定している環境基本計画等との整合を図ることが望ましい。


関連する部局と連携を図り、該当する上位計画等をもれなく収集し、表-6のような形式で整理する。





基本方針とは、具体的な環境対策を包括する基本的な理念や方向性を表すものである。


本手引書p.Ⅱ-31を参考にしながら、様々な環境分野について基本方針を定める。


その際には、上位計画等の理念との整合に留意する必要がある。





計画を策定する上で計画期間を設定することは重要である。


3～10年間程度の期間を短期、中期、長期の3段階に分けて、途中段階での適宜見直しも念頭に置いて計画を策定する。





計画を策定し、その実効性を高めるためには具体的な数値目標を設定することが必要である。


本手引書p.Ⅱ-33の表を参考にしながら、短期、中期、長期の数値目標を定め、表-8の形式で整理する。。





表-8に示した数値目標の実現に向けて、具体的な環境対策を検討し、次ページの形式でとりまとめる。


具体的な環境対策を策定する手順については、本手引書p.Ⅱ-137～Ⅱ-149を参照。


水道事業における環境計画、環境報告書、環境会計に関する取組事例としては、本手引書p.Ⅱ-150～Ⅱ-151を参考とする。





計画期間の途中段階における進捗管理を行うため、計画期間を短期、中期、長期の3段階に分け、各段階における目標達成状況等を把握する。


その結果を勘案しつつ、必要に応じて計画の見直しを行う。


本手引書p.Ⅱ-61～63、p.Ⅱ-134～136を参考にする。








PAGE  
1

